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プロジェクトの概要 障害児教育は特別支援教育への大きな転換期を迎えている。今後、特別支援教育について、それ

ぞれの地域が支援システムを再構築しなければならないが、指導者の専門性向上については、多く

の課題が残されている。養護学校教員の免許取得率は、約 50％程度である。教員免許を取得した後

も 自 己 研 鑽 を 続 け 、 専 門 的な 支 援 の た め の 資 質 を 向 上さ せ て い く 努 力 が 求 め ら れる が 、 免 許 取 得

後、専門的な力量を向上させるためのスーパーバイザー制度がないため、専門的な技量の維持と向

上のシステムが構築されているとは考えがたい。

今後、障害特性や程度が異なる様々な子どもたちや保護者のニーズに応えるには、複数の教育的

方略を即興的に、柔軟に応用し、子どもたちひとりひとりに適応させる指導能力が求められる。

教 育 は 知 識 偏 重 か ら 創 造 性 豊 か な 人 材 づ く り へ と シ フ ト し な け れ ば な ら な い と 指 摘 さ れ て いる

が、教員も全く同様の課題を抱えていると考えられる。学校教育ではいまだ知識偏重の教育を受け

た教師が多く、１つの授業、１つの課題を、自らが考え、表現し、即興的に魅力ある授業を創る能

力が未熟である。しかしながら、多くの指導者が苦手とする即興力や自己表現の向上を促すための

教育プログラムは見当たらない。

そこで、本研究では鳴門教育大学附属養護学校教員および院生を対象に音楽療法とムーブメント

療法を適用し、特別支援教育における指導者の専門性向上のための支援教育プログラムの開発を目

的として、指導者のためのプログラム試作を行った。

指導者のためのプログラムと指導のねらいにしたがって、プログラムを実施し、その前後におい

てアンケートを行い、自己評価を行った。その結果、院生、教員ともにプログラム実施前よりプロ

グラム実施後に自己評価が高くなった。また年齢が高い対象者ほど、教育プログラムの効果が得ら

れやすかった。総じて、教育プログラムを行うことは指導者の自信を養い、自己を客観的に評価す

る能力など、自己の向上に効果が得られると考えられた。

成 果 の 概 要 特別支援教育における指導者の専門性向上のための支援教育プログラムの開発を目的として、音

楽療法とムーブメント療法を適用した、指導者のための教育プログラムを附属養護学校教員 13名、

院生 17名にそれぞれ実施した。その際、プログラムの前後に、「即興力」、「表現力」など様々な

指導能力、専門性に関する自己評価アンケートを行った。

その結果、以下のことが示された。

１）教育プログラムが自己評価に与えた効果について

ほと んど の項 目に おいて プロ グラ ム実 施前 より 実施後 の方 が自 己評 価は 高ま り、院 生、

教員ともに、教育プログラムの効果が認められた。

また、一部の項目では、プログラムの効果は教員群に顕著に現れることが示された。

なお 、「 子ど もの 受容」 に関 する 項目 では 、教 員より も院 生の 方が 自信 を持 ってい るこ

とが示された。この項目は、院生が最も高い評価点を出した項目であった。

２）自己評価の平均変化量と年齢との相関について

プロ グラ ム前 後の 自己評 価変 化量 と年 齢と の間 には、 有意 な相 関が 認め られ 、年齢 が高

いほど、教育プログラムの実施を自己評価の向上に結びつけやすいことが示唆された。

３）自己評価が低下した項目について

教員 では 全項 目に おいて 得点 が上 昇し てい たが 、院生 では 「即 興力 」に 関す る項目 で自

己 評価 が低 下し てい た。こ のこ とは 、プ ログ ラム の実施 によ り「 表現 力の 向上 やリー ダー

シ ップ のと りか た、 子ども を楽 しま せる 工夫 」な ど、様 々な 点で ヒン トが 得ら れ、自 信を

つ けて いく 場合 とは 異なり 、特 に経 験の 浅い 院生 にとっ ては 改め て「 即興 力を 身につ ける

こと」の難しさに気づかされた結果と思われる。

さ ら に 、 教 員 の 意 見 ・ 感想 か ら 、 自 己 評 価 で の 気 づき 、 他 者 の 表 現 や 対 応 か らの 学 び 、 非 言 語

的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 豊か さ へ の 気 づ き 、 継 続 し た受 講 の 希 望 や 研 修 会 へ の 利用 提 案 な ど 、 教

育プログラムに対する数多くの肯定的な意見が寄せられた。

上 記 の こ と か ら 、 今 回 試 作 し た 教 育 プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 お よ び 指 導 者 の 専門性向 上のため の支

援教育プログラムの重要性・必要性が明らかとなった。




